
久留米西高等学校　年間授業計画

令和５年度（１学年用）  科目
教　科： 科　目： 単位数： 単位

対象学年組：第 1 学年 1 組～ 6 組

教科担当者：

使用教科書： （ ）

教科 の目標：

【思考力・判断力・表現力】

【主体的に学習に取り組む態度】

科目 の目標：

1

6

③方べきの定理
⑥２つの円

・方べきの定理を理解し，線分の長さを求めることができる。
・二つの円の位置関係と共通接線について理解し、線分の長さを求めることがで
きる。

○ ○ ○ 4

３
学
期

２節 円の性質
①円に内接する四角形
②円の接線と弦のつくる角

・円周角の定理を理解し，角の大きさを求めることができる。
・円周角の定理の逆が成り立つことを理解し，内接する図形を判断できる。
・円に内接する四角形の定理を理解し，角の大きさを求めることができる。
・円の接線についての性質を理解し，線分の長さを求めることができる。

○ ○ ○

定期考査 ○ ○

9

定期考査
○ ○

11

定期考査 ○ ○ 1２
学
期

②確率の基本性質
③独立な試行とその確率
④条件付確率と乗法定理
(数Ⅰ)
４章 集合と論証
1節 集合と論証
②命題と条件

・和事象，余事象の確率の求め方を理解し，求めることができる。
・独立な試行の意味を具体例を通して理解し，確率を求めることができる。
・くじ引きでは当たる確率が、引く順によらないことを理解する。
・命題の真偽を集合の包含関係によって理解し，命題の真偽を判断できる。
・必要条件，十分条件について理解し，判断することができる。
・条件の否定，「かつ」「または」で結ばれた命題について理解し，ド・モルガ
ンの法則が成り立つことを確認できる。

○ ○ ○

③逆・裏・対偶
３章図形の性質
１節三角形の性質
①三角形と線分の比
②三角形の重心、内心、外心
③メネラウスの定理とチェバの定
理

・対偶ともとの命題の真偽が一致することを理解し，それを用いて命題の証明を
することができる。
・線分の内分、外分、角の二等分線と線分の比の定理を理解し、辺の比が求めら
れる。
・重心、内心、外心を理解し、辺の長さや角の大きさを求めることができる。
・メネラウスの定理、チェバの定理を理解し，辺の比の値と長さが求められる。

○ ○ ○

○ 4

定期考査 ○ ○ 1

定期考査
○ ○ 1

②確率の基本性質 ・和事象，余事象の確率の求め方を理解し，求めることができる。

○ ○ ○ 2

配当
時数

１
学
期

１章 場合の数と確率
１節 場合の数
①集合と要素
②集合と要素の個数

・集合の意味と表し方を学び，要素と集合の関係や集合と集合の間に成り立つ関
係などについて，図などを用いて理解できる。
・集合に関する記号や用語の意味を理解し，適切に使える。
・有限集合の要素の個数を理解し，記号を適切に使える。
・和集合の要素の個数，補集合の要素の個数の求め方を理解し，与えられた条件
で求めることができる。

○ ○ ○ 7

③場合の数
④順列

・和の法則と積の法則について理解し，適切に用いることができる。
・順列の記号と意味を理解し，総数を求めることができる。
・順列の計算を様々な場合に応用することができる。

単元 指導項目・内容 知 思 主

⑤組合せ
２節 確率
①事象と確率

・組合せの記号と意味を理解し，総数を求めることができる。
・組合せの計算を様々な場合に応用することができる。
・試行，事象，確率の意味を具体例を通して理解できる。

○ ○ ○ 7

○ ○

数学A

【知識・技能】 【思考力・判断力・表現力】 【主体的に学習に取り組む態度】

図形の性質，場合の数と確率についての基本的な
概念や原理・法則を体系的に理解するとともに，
数学と人間の活動の関係について認識を深め，事
象を数学化したり，数学的に解釈したり，数学的
に表現・処理したりする技能を身に付けるように
する。

図形の構成要素間の関係などに着目し，図形の
性質を見いだし，論理的に考察する力，不確実
な事象に着目し，確率の性質などに基づいて事
象の起こりやすさを判断する力，数学と人間の
活動との関わりに着目し，事象に数学の構造を
見いだし，数理的に考察する力を養う。

数学のよさを認識し数学を活用しようとする態
度，粘り強く考え数学的論拠に基づいて判断し
ようとする態度，問題解決の過程を振り返って
考察を深めたり，評価・改善したりしようとす
る態度や創造性の基礎を養う。

高等学校数学A（数研出版）　４プロセス数学A（数研出版）

数学

【 知　識　　・　　技　能 】
数学における基本的な概念や原理・法則を体系的に理解するとともに，事象を数学化したり，数学的に解釈し
たり，数学的に表現・処理したりする技能を身に付けるようにする。

数学を活用して事象を論理的に考察する力，事象の本質や他の事象との関係を認識し統合的・発展的に
考察する力，数学的な表現を用いて事象を簡潔・明瞭・的確に表現する力を養う。
数学のよさを認識し積極的に数学を活用しようとする態度，粘り強く考え数学的根拠に基づいて
判断しようとする態度，問題解決の過程を振り返って考察を深めたり，評価・改善したりしようとする
態度や創造性の基礎を養う。

（１組：青柳） （２組：菅野） （３組：菅野） （４組：光山） （５組：青柳） （６組：菅野）

教科 数学 数学A
数学 数学A 2


